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（分科医会）
分科医会 日　　時 会　　場 講演時間・演題・講師 CC 単位数

―平成２８年度　第５回兵庫県整形外科医会学術講演会―
兵 庫 県 １２月３日（土） 生田神社会館 【特別講演Ⅰ】１６：３０～１７：３０
整 形 外 科 １６：３０ ４階 「骨粗鬆症性椎体骨折の自然経過からみた治療戦略」 60 1
医 会 ～１８：３０ 「蓬莱の間」 　　　大阪市立大学大学院医学研究科　整形外科学　総合医学教育学

　　　　　　　講師　豊田　宏光　氏
【特別講演Ⅱ】１７：３０～１８：３０
「ゲノム解析による整形外科的疾患の解明」 15 1
　　　理化学研究所　総合生命医科学研究センター　
　　　　　　　骨関節疾患研究チーム　チームリーダー　池川　志郎　氏

兵庫県医師会ドクターバンクだより

定年退職予定勤務医からの求職者掘り起こし

　定年予定退職者には、退職の数年前から色々な医療関係者からの接触があり、退職後の

就職が早々に決定している場合が多い。一方、都市部から離れた地域の中核的病院では、

未だに深刻な医師不足が続いており、定年退職を迎えた勤務医は非常勤医師として勤務を

続けるケースが多い。しかし、退職医師にもタイミング的に運不運があり、どの医療機関

にも空きがない場合が稀にある。そのような場合に“こそ”当ドクターバンクの存在を思

い出していただきたい。

　医師会会員の殆ど先生方には、医師会報などを通じて当県医師会ドクターバンクの存在

や活動内容は十分に理解いただいている。しかし、公的病院の勤務医、特に若い勤務医の

医師会加入率は低く、彼等にとっては医師会に入会するより、関連する専門領域学会への

入会の方にメリットがあるわけで、彼らに医師会への入会を勧めても中々入会してもらえ

ないのは当然といえば当然である。今年４月に、県医師会が新卒研修医を対象に初めて 

「Ｗｅｌｃｏｍｅ ｐａｒｔｙ」を開催した。その際、ドクターバンクも“ここぞ”とばかりに

バンク活動の実態報告を行い、バンクの存在をアピールすることができたが、彼らがドク

ターバンクと真剣に向き合うのは多分１０～２０年先になる。当バンクとしては、若い勤

務医への積極的アプローチを企画していく予定である。

ドクターバンク・コーディネーター Ｙ.Ｉ．

兵庫県医師会ドクターバンク実績（累計）

求人施設数 求人数 求職者数 マッチング件数 成立件数

単　月 ２ ４ ０ ０ ０

累　計 ６０２ １,２４３ １９４ ６９２ ６９

（注）単月は平成２８年１０月、累計は平成２８年１０月３１日現在のデータを掲載。

＜連絡先＞　ＴＥＬ：０７８－２３１－４１１４（代表）

　　　　　　　　　　　　担当者：石澤・辰巳・西田

　　　　　　ＦＡＸ：０７８－２６５－２８２２（専用）

　　　　　　e-mail:info@hyogo-doctorbank.com（専用）


